
鶴
舞
ふ
や
お
の
お
の
の
天
分
ち
つ
つ　
　
　

昭
和
45

娘
に
教
ふ
花
散
り
敷
く
と
い
ふ
こ
と
ば　
　

昭
和
47

一
夜
づ
つ
捨
て
去
る
ご
と
く
寒
を
生
く　
　

昭
和
52

花
薊
八
達
嶺
の
風
の
中　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
57

水
更
へ
て
桔
梗
の
す
ぐ
命
張
る　
　
　
　
　

昭
和
57

も
の
書
く
と
少
し
空
け
置
く
冬
机　
　
　
　

昭
和
61

野
焼
く
火
の
あ
ま
り
猛
き
は
端
ち
ぎ
れ　
　

昭
和
63

長
き
旅
終
る
ご
と
く
に
枯
れ
は
じ
む　
　
　

平
成
元

牡
丹
を
焚
く
火
あ
そ
び
を
ひ
と
り
し
て　
　

平
成
2

夫
に
肩
の
向
き
変
へ
ら
れ
て
雪
加
見
る　
　

平
成
3

鶴
に
逢
へ
た
か
ら
今
日
は
も
う
眠
り
ま
す　

平
成
5

わ
が
死
せ
ば
こ
の
冬
机
広
か
ら
む　
　
　
　

平
成
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
註
本
よ
り
）

年
譜

（
提
供
・
長
戸
幸
江
）

上
野
さ
ち
子

大
正
14（
一
九
二
五
）年	

	

2
月
11
日
、吉
敷
郡
大
内
村
御
堀（
現
・
山
口
市
）に
父
原
田
米
蔵
、母

ミ
ツ
ノ
の
長
女
と
し
て
誕
生
。
本
名
サ
チ
子
。
家
は
家
具
店
を
営

む
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年	

一
七
歳	

山
口
高
等
女
学
校
卒
業
。
こ
の
頃
、
臨
済
宗
常
栄
寺
へ
参
禅
。
関

雄
峯
老
師
の
人
格
に
学
び
、
戦
中
の
人
間
不
信
に
陥
っ
て
い
た
心

に
〈
無
償
の
行
為
〉〈
虚
心
〉
と
い
う
行
為
を
刻
み
付
け
る
。

昭
和
19（
一
九
四
四
）年	

一
九
歳	

山
口
県
立
女
子
専
門
学
校
国
文
科
卒
業
。
こ
の
間
、
俳
文
学
者
井

本
農
一
か
ら
俳
諧
の
影
響
を
受
け
、
母
校
に
助
手
と
し
て
残
る
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

二
五
歳	

山
口
県
立
女
子
専
門
学
校
が
山
口
女
子
短
期
大
学
に
改
組
。
助
教

授
と
な
る
。

昭
和
26（
一
九
五
一
）年	

二
六
歳	

大
野
林
火
主
宰
俳
誌
『
濱
』
に
入
会
。

昭
和
27（
一
九
五
二
）年	

二
七
歳	

市
内
の
歯
科
医
伊
東
放
春
宅
の
句
会
に
初
め
て
出
席
し
、
常
連
の
、

の
ち
に
夫
と
な
る
上
野
燎
を
知
る
。
5
月
、
林
火
が
瑠
璃
光
寺
を

訪
れ
た
折
、
初
対
面
。
10
月
、
肺
結
核
に
よ
り
、
国
立
療
養
所
山

陽
荘
へ
入
院
。
左
肺
上
葉
切
除
。
肋
骨
六
本
截
断
。
11
か
月
療
養
。

昭
和
28（
一
九
五
三
）年	

二
八
歳	

10
月
、
退
院
。
自
宅
療
養
。

昭
和
29（
一
九
五
四
）年	

二
九
歳	

4
月
、
復
職
。
5
月
、
山
口
大
学
工
学
部
助
手
で
俳
誌
『
風
』
同

人
の
上
野
燎
と
結
婚
。
上
野
姓
と
な
る
。

昭
和
37（
一
九
六
二
）年	

三
七
歳	

俳
諧
研
究
の
姿
勢
に
つ
い
て
井
本
か
ら
〈
今
ま
で
の
仕
事
は
評
論

で
あ
っ
て
学
問
で
は
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
続
け
よ
、
そ
の
上
で

学
問
的
研
究
を
し
、
学
会
に
発
表
せ
よ
〉
と
助
言
さ
れ
る
。
こ
の

頃
か
ら
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
江
戸
期
の
女
流
に
焦
点
を
絞
り
始

め
る
。

昭
和
40（
一
九
六
五
）年	

四
〇
歳	

超
流
派
に
よ
る
「
す
ば
る
俳
句
会
」
を
燎
・
さ
ち
子
夫
妻
で
立
ち

上
げ
る
。

昭
和
45（
一
九
七
〇
）年	

四
五
歳	

第
一
句
集
『
は
し
る
紅
』
刊
行
。
さ
ち
子
独
自
の
文
学
へ
の
自
己

献
身
を
試
み
た
と
、
跋
で
井
本
は
称
揚
す
る
。

昭
和
47（
一
九
七
二
）年	

四
七
歳	

山
口
女
子
短
期
大
学
教
授
と
な
る
。
椹
水
寮
舎
監
。

昭
和
50（
一
九
七
五
）年	

五
〇
歳	

山
口
女
子
大
学
に
改
組
。
教
授
と
な
る
。

昭
和
53（
一
九
七
八
）年	

五
三
歳	

山
口
女
子
大
学
附
属
図
書
館
長
に
就
任
。
6
月
、
評
論
『
近
代
の

女
性
俳
句
』
刊
行
。「
男
性
の
視
点
で
捉
え
た
女
性
俳
句
の
評
が

と
き
に
歪
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
不
満
が
私
に
筆
を
と
ら
せ
た
」
と

あ
と
が
き
に
あ
る
。
11
月
、
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
。

昭
和
59（
一
九
八
四
）年	

五
九
歳	

8
月
、
第
二
句
集
『
二
藍
』
刊
行
。

昭
和
61（
一
九
八
六
）年	

六
一
歳	

4
月
、
山
口
女
子
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
初
代
所
長
。

平
成
元（
一
九
八
九
）年	

六
四
歳	

3
月
、
定
年
に
一
年
を
残
し
て
退
官
。
4
月
、
山
口
女
子
大
学
名

誉
教
授
。
10
月
、評
論
『
女
性
俳
句
の
世
界
』（
岩
波
新
書
）
刊
行
。

近
世
か
ら
近
代
に
広
げ
て
作
家
を
取
り
上
げ
る
。
タ
イ
ト
ル
を「
女

性
」
に
し
た
意
図
は
、
女
流
と
い
う
語
の
背
後
に
あ
る
の
は
男
の

作
品
が
本
流
で
女
の
作
品
は
傍
流
二
義
的
の
見
方
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
。
平
成
10
年
、
ア
ン
コ
ー
ル
復
刊
と
な
る
。

平
成
4（
一
九
九
二
）年	

六
七
歳	

6
月
、
第
三
句
集
『
水
の
上
』
刊
行
。

平
成
6（
一
九
九
四
）年	

六
九
歳	

大
串
章
主
宰
『
百
鳥
』
創
刊
同
人
。

平
成
10（
一
九
九
八
）年	

七
三
歳	

3
月
、
自
註
現
代
俳
句
シ
リ
ー
ズ
八
期
『
上
野
さ
ち
子
集
』
刊
行
。

こ
の
前
後
、
菊
舎
新
資
料
発
見
に
東
奔
西
走
す
る
。

平
成
12（
二
〇
〇
〇
）年	

七
五
歳	

10
月
、『
田
上
菊
舎
全
集
上
・
下
』（
和
泉
書
院
）
刊
行
。
11
月
、

山
口
県
文
化
功
労
賞
受
賞
。

平
成
13（
二
〇
〇
一
）年	

七
六
歳	

9
月
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
四
季
の
風
』
刊
行
。
9
月
22
日
、
午
後
1

時
31
分
、
慢
性
肝
炎
の
悪
化
に
よ
り
呼
吸
不
全
と
な
り
、
山
口
赤

十
字
病
院
に
て
逝
去
。
戒
名「
文
学
院
秋
月
妙
幸
大
姉
」9
月
22
日
、

正
四
位
勲
三
等
瑞
宝
章
遺
贈

《
没
後
》	

	

平
成
15（
二
〇
〇
三
）年	

	

遺
句
集
『
葛
の
花
』
が
、
燎
に
よ
り
刊
行
。「
葛
の
花
齢
ど
こ
か
へ
忘
れ

た
る
」
か
ら
集
名
。

平
成
19（
二
〇
〇
七
）年	

	

9
月
、
山
口
市
瑠
璃
光
寺
庭
園
に
、
す
ば
る
俳
句
会
一
同
に
よ
り
句
碑
建

立
。
除
幕
式
。「
正
月
の
雲
の
も
も
い
ろ
瑠
璃
光
寺　

さ
ち
子
」

　

俳
句
・
国
文
学

上う

え

野の

さ
ち
子こ

山口市

（1925～2001）

【
著
作
】　

句
集
『
水
の
上
』（
平
成
4
・
角
川
書
店
）

評
論
『
女
性
俳
句
の
世
界
』（
平
成
元
・
岩
波
書
店
）

『
田
上
菊
舎
全
集
上
・
下
』（
平
成
12
・
和
泉
書
院
）
ほ
か

　

上
野
さ
ち
子
が
呟
い
た
言
葉
の
「
ま
ま
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
人
生
は
始
ま
る
」

「
偶
然
の
連
続
が
私
を
こ
こ
ま
で
生
き
さ
せ
て
く
れ
た
、
殊
に
俳
句
と
の
関
り
に

は
」
が
、
今
も
耳
元
に
聞
こ
え
て
く
る
。

　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
生
ま
れ
、
進
取
の
気
性
に
富
み
強
靭
な
意
志
を

も
つ
子
供
に
育
て
ら
れ
な
が
ら
も
、
ま
ま
な
ら
ぬ
人
生
を
諾
い
つ
つ
偶
然
の
出
合

い
を
重
ね
て
七
十
六
年
間
を
生
き
た
。

　

十
九
歳
の
時
、山
口
県
立
女
子
専
門
学
校
に
て
国
文
学
を
専
攻
。
俳
文
学
者
（
旧

制
山
口
高
校
教
授
）
井
本
農
一
の
俳
諧
の
講
義
を
受
け
る
。
母
校
に
助
手
と
し
て

残
っ
た
さ
ち
子
は
井
本
の
示
唆
を
受
け
、
俳
句
の
本
質
に
迫
る
研
究
に
邁
進
す
る
。

　

近
世
の
俳
句
会
形
式
が
、
男
女
席
を
同
じ
う
せ
ず
、
つ
ま
り
十
七
音
定
型
、
即

興
性
、
諧
謔
性
な
ど
が
女
性
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
古
い
観
念
に
妨
げ
ら

れ
な
が
ら
も
、
優
れ
た
俳
句
作
品
を
残
し
得
た
の
は
、
自
己
意
識
を
強
く
持
ち
、

生
き
る
意
味
を
自
ら
に
問
い
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
着
目
し
、
男
性
の
視

点
で
は
な
く
女
性
の
眼
で
も
っ
て
探
っ
て
み
よ
う
と
、
十
人
を
と
り
上
げ
『
近
代

の
女
流
俳
句
』
を
刊
行
。
十
年
後
に
は
、近
世
近
代
を
含
め
て
新
た
な
視
点
で
『
女

性
俳
句
の
世
界
』
を
刊
行
。
こ
の
中
で
下
関
市
豊
北
町
田
耕
出
身
の
菊
舎
に
つ
い

て
は
、
の
ち
に
『
田
上
菊
舎
全
集　

上
・
下
』
と
し
て
刊
行
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
る
。
序
文
の
中
で
大
岡
信
は
「
田
上
菊
舎
は
、
も
し
古
人
を
今
甦
ら
せ
る
こ
と

が
可
能
な
ら
、
女
性
と
し
て
は
ま
ず
真
先
に
甦
ら
せ
、
そ
の
謦
咳
に
接
し
て
み
た

い
人
で
あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。
編
著
者
さ
ち
子
へ
の
最
高
の
祝
詞
と
い
え
よ
う
。

　
『
女
性
俳
句
の
世
界
』
各
作
家
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
清
冽
な
魂
・
孤
愁
・
優
艶
・

才
媛
・
幽
玄
・
豊
潤
な
母
性
・
凄
絶
の
命
な
ど
で
、
近
世
か
ら
現
代
へ
の
女
性
俳

句
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
さ
ち
子
自
身
も
二
十
八
歳
の
と
き
肺
切
手
術

を
受
け
な
が
ら
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
研
究
と
、
ま
ま
な
ら
ぬ
女
性
俳
人
の
生

き
方
を
実
体
験
し
て
い
る
。
さ
ら
に
若
き
日
に
、
深
夜
公
案
を
持
っ
て
参
禅
し
た
、

そ
の
精
神
性
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

実
作
の
俳
風
は
、
物
に
即
し
て
感
動
を
描
き
、
師
林
火
の
唱
え
る
、「
執
し
て
、

離
れ
て
、
遊
ぶ
」
を
実
践
。
雪
月
花
に
も
っ
と
も
定
型
を
生
か
し
得
て
典
雅
。

　

菊
舎
全
集
出
版
の
あ
と
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
四
季
の
風
』
が
届
い
た
の
は
入
院
中

の
ベ
ッ
ド
の
上
。
ド
ク
タ
ー
に
謹
呈
の
サ
イ
ン
を
書
き
終
え
て
、
翌
々
日
、
菊
舎

の
元
へ
逝
く
。

（
文
・
長
戸
幸
江
）

直筆色紙瑠璃光寺にある句碑

上
野
さ
ち
子
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